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【議題】 

(1) 小中一貫教育推進協議会の状況報告について 

(2) 最終報告について 



【会議結果】 

(1) 資料１に基づき、事務局から説明を行いました。 

(2) 資料２に基づき、審議しました。 

【会議の経過】 

１ 開会 

２ 報告 

(1) 小中一貫教育推進協議会の状況について 

〔事務局説明（資料①）〕 

（委員長） 

 今、事務局から協議会の状況報告がありましたが、補足説明を少ししていただけ

ますか。 

（委員） 

 それでは、社地域の協議会の内容について補足といいますか、私が感じたところ

を報告させていただきます。 

 当初、社地域の中でも地区によって違うとは思いますが、やはりいろいろな不安

を感じておられる方がいらっしゃるのではないかということを少し懸念しており

まして、案の定、いろいろと不安を述べられた委員がいらっしゃいました。そのと

きに、私、事務局に説明会に是非早急に出向いていって説明をしてほしいというこ

とをお願いしました。説明後の結果としては、御理解はいただけたということでご

ざいましたが、そういう不安はいろいろな情報を開示することによって、皆さんの

認識が統一してきて、それで、これだったらいけるというような自信にやっとつな

がっていくのでないかなという思いがしていて、案の定、そういう状況になってき

ているということで、当初よりも大分認識が統一化してきたといいますか、まと

まってきたという思いがしております。 

 今、少し気になっていますのは、４月のアンケートで「わからない」という方が

約３割近くいらっしゃったかと思いますが、そういう方が今どういう変化をしてい

るのかなというような部分です。もちろん、アンケートに答えている方というのは

委員だけではなくて、一般の方も全てを対象にしておりますので、委員の方は理解

できても一般の方がどれだけ理解できているかというのも気になります。これは、

社だけでなく、全市的にアンケートをとっていただいて、そこで協議会として不足

している部分があったら、また、いろいろと説明をしたりするということをやって

いく必要があるというようなことを感じております。 

 ですから、先ほどの繰り返しになりますが、大分理解が得られてきたということ

で、そういう意味では安堵をしている状況でございます。 

（委員） 

 滝野地域は、先ほど委員がおっしゃったように、１回目の地区の協議会のときは

非常に不安を持っていらっしゃる方、特に未就学児の保育園の若い世代のお父さん

方が非常に不安がっていらっしゃいまして、本当に小中一貫教育をする必要がある

のか、また、実際に今の保育園児たちが当然当事者になるわけですから、本当に不

安だらけで心細いというか、不安を口にされていました。ただ、２回目に京都の小

中一貫校の視察をしていただきまして、未就学児の保護者の方も来ていただいたの

ですが、実際に生の声を聞いて、学校の１年生から９年生までの生活を見たことで、

かなり不安は解消され、小中一貫の不安というのは大分払拭されて、なくなりまし



たというのは３回目の機会のときにおっしゃっておりました。 

 また、全体的な意見としては、先ほども話が出ていましたが、滝野地区だけ開校

する場所が全く白紙の状態で何も出ておらず、また、このままの方向でいくと一応

順番的には平成４０年という最後のほうの順番になるのではないかということで、

実際正直なところ、かなり先の話なので、どうしても滝野地区としては、少し報告

書にも書いてありましたが、具体的に開校場所を決めていただかないことにはその

具体的な話、今後の行程表にあるような組織にしても、場所も決まってないので、

なかなかその具体的な話がしづらいのではないかというのは、皆さん、共通した意

見でした。それと、例えば１校目の開校年度が平成３３年度に開校ということであ

れば、遡って５年前を目途にすると、もう来年度、平成２８年度から具体的な組織

ができてくる。ただ、滝野の場合、決定ではないですが、例えば平成４０年とする

と、この間のブランクが７年間くらいあり、そうすると各組織自体を立ち上げるの

もまだまだ先の話です。そういうことで、やはり今後の課題としては、是非もっと

具体的に場所も決めていただいて、開校年もできればもう少し前倒しにしていくよ

うな方向に持っていってくださいということで３回目を終了し、今回の資料にある

ように、次回４回目に具体的に市のほうからある程度シミュレーションした案を出

していただきたいというところで前回終了しております。 

（委員） 

 東条の場合は、やはり一番の違いというのは東と西の温度差です。東のほうは今

現在順調にいっており、西小のほうは生徒数も減少していまして、そんな中で授業

をし、子供たちもライバルとか競争とか、そういうのが全然なくなってきて縦割り

の授業、縦割りの行事しかできないとか、クラス単位でそれができないとか、そう

いう不安感が若いお母さん方には本当にせっぱ詰まった感じで受け取れます。 

 その中で、全体としては小中一貫校をつくるというのには、そんな反対はないと

思います。そういう感じにとれます。しかし、今言いましたような東西２つではな

いですが、その地域によっても温度差が少しあるみたいで、そこをどうやっていく

かが１つの問題ではないかと思いますが、それは話によってできると思います。 

 そして、もう一つは、やはり場所です。東条というところは川があって、ずっと

長いので、広い面積がドンとあるというところがまず少ないということと、広いと

ころでも田んぼがたくさんございまして、その田んぼを潰してやらないといけな

い。そういうことになりますと、加東市としても東条の特産物である山田錦とか、

そういうもの関連からしますと、少し矛盾しておるのではないかというようなこと

があります。 

 そして、また、協議会のメンバーが全部で１０人ちょっとですか、少ないです。

そのような中で意見として出ていたのは、もう少しそのメンバーを増やしていただ

いて、いろいろな方の意見をもっと取り入れていかなければいけないということが

多く聞こえたように思います。ですから、年代層によっての差というものは話し合

いによって解決していくと思いますが、場所についてのいろいろな御意見がたくさ

ん出ていますので、そこを解決していかないと早急にというふうにはいかないと思

います。 

 そして、保護者の方たち、西の若い年代層は、とにかく早くやってほしいと。ま

た、東のほうでも学校へ行っておられる家庭の保護者の方たちは一緒になってやる

ほうが望ましいのではないかという声が聞こえております。以上でございます。 

（委員長） 

 定期的なアンケートというのが委員から出ておりました。それと、あとはやはり

時期と場所というのは、どうしてもあります。確かに、私も常識的に考えて、平成

４０年というのはとても先ですよね。そのあたりについて、少し補足はありません



でしょうか。定期的な調査について、それから時期について、それから場所につい

て、いかがでしょう。 

（事務局） 

 場所につきましては、９月の議会、あるいは研究会からの報告等もございました

ので、それらを踏まえて御承知のように、東条地域ではコスミックホール周辺が望

ましいと、社地域については社中学校の周辺ということが出ておりまして、市も教

育委員会もそれが望ましいというふうなことで結論的には出させていただいてお

ります。滝野地域につきましては、先ほど意見が出ておりましたように、９月の時

点では、まだ今後検討というような形になっておりましたが、前回の第３回の協議

会で現滝野中学校の周辺でシミュレーションというような話がございましたので、

そういう方向では検討していくべきなのかなというふうには事務局としては考え

てございます。 

 時期的なものにつきましては、先ほど委員長からも平成４０年があまりにも先と

いうお話もございました。実際、今から７年、８年後というのは、第１回目の準備

委員会が発足してからまだ７年、８年後というようなことで、加東市の教育行政と

して、そこまで先にするべきかどうかというのも非常に大きな課題だと思いますの

で、それは極力詰めていくような形で検討するべきではないかということも感じて

ございます。 

 続きまして、定期的なアンケートというお話で、推進協議会の中でも出ているの

ですが、例えば区長会であるとか、ＰＴＡで是非視察に行きたいと、行ったところ

が非常によかったということで、自分たちで行ってみたいというような声が上がっ

てきております。来年度、教育委員会にしても教員の視察の予算をある程度とった

りはしておりますので、私どもがいくら口で言ってもというところがあります。当

然そういった視察を踏まえて御理解をいただいた上で、そうしたらやろうというよ

うなことでいきたいと思っております。そのアンケート等についても、例えば視察

が終わってからもう一度アンケートとるとか、各ＰＴＡさんとも相談をして前回の

アンケートもＰＴＡでとっていただいておりますので、連合ＰＴＡも含めて検討な

り、御依頼していこうと思います。 

 時期については、先ほど言いましたように見て理解して、それからアンケートを

とるべきであると思いますので、そういったところで良いタイミングを見計らいた

いと思います。当然アンケートはとるべきだと考えております。 

（委員長） 

 次に、教員の皆さんからはどういうふうな感想、あるいは感じだったでしょうか。

（委員） 

 東条地域で参加させてもらいました。第１回目は参加できなかったのですが、第

１回目のときは、なぜ小中一貫をするのかというような話が結構あったように聞い

ています。でも、視察が終わって、やはり少し意見は軟化して、良い学校を見てこ

られたというような発言があったようには思います。 

 ただ、第３回目を参加させてもらって、住民感情として、なぜ東条が一番なのか

とか、東条はお試しかというような意見もありました。ほかの２地域よりも先にし

て、良い部分も悪い部分もあると思いますが、それをすることを受けて、他地域が

より良いものということで、なぜ東条が一番かと。第３回目の最終の部分では、そ

こはこれからどこの地域が第１番目なのかを決めていく状況で、東条が一番である

という決定ではないですという話の中で、今後決めていきましょうということで、

実際は保護者の方が帰ってどういう言い方をされていくか。これから準備委員会を

立ち上げるのは、３地域のうちでどこになるかわからないですよという部分は持っ

て帰られていると思います。 



 ただ、これまでの流れとしても用地買収のことで、東条はコスミックという名前

があがっていますよね。社中学校については、クラス数が多い学校を第１番目に小

中一貫校として進めていくかどうか、地域の噂としてもそんな大きい学校から始め

ずに、小さいところから始めるというところからいって、滝野は用地の買収もない

という話もある。ということは、地域としても東条が１番というのは実際想像でき

るところで、そのあたりの住民感情的なところ、なぜ東条が一番なのかというのが

すごくあったという内容かなというふうに思いました。 

（委員長） 

 一番が嫌という感じですね。ただ、私は、せっかくなら一番先にしてもらったほ

うが良いような気もしますが。 

（委員） 

 そのあたりは、滝野や社も１番にしますと言ってないのでしょう。どこも１番に

しますと言っていない状況で、勝手に東条からという話がどこからか進んでいって

いるという不安感がすごくあって、滝野が手を挙げられたときに東条地域の方がど

うされるか。やはり東条からという意見が出るのか、滝野がそこまで盛り上がって

いるなら滝野でやっていこうかというような話になるのか。ただ、用地買収の件で、

もう明らかに東条の名前があがっているという部分で言うと、地域の方はやはり東

条が先と加東市は考えているというふうに思うのは仕方がないだろうと思います。

（委員） 

 滝野地域は、先ほど委員が言われたように、最初の第１回目は不安の声が聞こえ

てきたのですが、先進校の視察を終えて、あの学校で勉強させてみたいというふう

な御意見が多く出て、小中一貫に対して賛成の意見が増えているなというふうに思

いました。 

 先ほど東条は１番ではないかということだったのですが、滝野については最後の

ほうで、しかも平成４０年というふうな話だったので、あまりにも差があり過ぎて、

もう少し早い時期にしてもらえないかというふうな声が出ています。場所も決まっ

ていないので、なかなか詳しく詰めていないということもあって、通学のことに関

してもバス通学をさせるなら場所を決めていないと話も進めていけないし、その大

分先のことを今から話し合うというのもなかなか熱が入っていかないということ

で、時期を少し早めてもらえたらというふうな意見が出ていました。 

 だからといって、１番ということは滝野地域的には、まだまだ先というふうな意

見のほうが地域住民自体多いと思うので、そのあたりで早く時期と場所を決めてい

くということが大事かというふうに思っています。 

（委員） 

 社地域です。 

 私は視察に行っておりませんでしたので、どういう話になっているのか注目をし

ていたところ、視察をされてこられて、他の地域と同じように皆さん、先進校の様

子を見て小中一貫教育の理念というか、すべてを見てこられたということから、そ

こに書いておられますが、開校を早く進めていきたいという思いが少し出ていたの

かなと。逆行するようなことを言いますが、東条とは逆に、社は一番でという意見

が出ております。私自身はいろんなことも少し知っている関係で、皆で一斉にしま

しょうとなったらいろいろ困ることが出てくると思うのでどうかと思いますが。も

う少し十分に話をしないと、そんな簡単にできるのかと思いながら、予算もありま

すし、教職員の配当数も同じようにやりましょうかといったら困ります。そこは後

でスケジュール表もあるのですが、どこが一番みたいな話になってきたら、本来一

番良いものにするために何をしていくかということが大事なのに、今日、順番を争

うようなことになるのは少し違うかなという感想を持ちました。 



（委員長） 

 順番ということですが、第４回はそういった意向を聴取するということでよろし

いか。少しご説明いただけますか。 

（事務局） 

 第３回での内容を受けて第４回目につきましては、そういった地域の御意向を確

認したいなというふうには思ってございます。最終的に場所、整備順序等を決めて

いくのは市であり、教育委員会であるというふうには思っておりますが、やはり地

域の皆さんの御意見も非常に尊重すべきものでございますので、次の会議でそう

いった意向は確認させていただきたいというふうには思っております。 

（委員） 

 委員がおっしゃったとおりで、やはり１回目というのは不安ばかりが出て、また

一からやり直しという感じだったのですが、社地域の推進協議会もこの研究会と一

緒で、やっぱり１回見に行ったら百聞は一見にしかずという話と一緒で、すばらし

いということでした。 

 ですから、先ほど委員がおっしゃった話は、私たちはわからないことですが、良

い方向に流れていくのではないかとは思っています。 

（委員） 

 先進校を見に行きますと、やっぱりその一体型の校舎の良さといいますか、それ

がものすごく目につきますので、特に保護者はそういういい施設で子どもたちを学

ばせてやりたいという、そういう思いが強くなったように思います。 

 滝野地域の場合、現時点ではまだ場所も、それからどういう形態かというのも示

されていない中で、早くしてほしいという声も上がっていますが、私個人は滝野が

先頭を切って行くというのはどうかと思います。 

（委員） 

 各委員が言われているように、情報がやはり行っていないということを感じま

す。私たちは、この研究会の委員もしているということで知っている中で話をする

のですが、本当に事実がわかっていない状況の中でいろいろ地域の中で相当議論さ

れており、市民は混乱している。だから、情報はどんどん出していかないといけな

い。ただし、事務局がどのように出すのかというのを相当苦慮されているのもよく

わかります。ただ、そのあたりがポイントなのかと。 

 委員が言われたように、やはり東条地域で聞いているのは場所の問題。だから、

できないと思っているんですよね。想定ができない。だから、その辺で本当に中学

校の下でできないだろうと、どのようにして、あと５年先にするのかと、そのよう

な話もいろいろと聞くわけで、どういうことをやるのかという情報を、まずは出し

ていかないといけないのかなというのを感じました。 

 あとは、順番の議論のところで地域の意向を聞かれて、その意向は尊重すべきも

のという話がありましたが、その順番の議論をなぜ地域がしなければいけないのか

は多分理解できていない。順番は、東条地域、社地域、滝野地域と出ているのに、

なぜそれを議論しなければいけないのか云々。そのあたりのことがなかなかわかっ

ていないから、順番の議論になったとしても、それをまた取り違えて議論すると今

も委員さんから出ていましたが、混乱を招くのではないかというふうに感じます。

（委員） 

 私も社のほうで一緒に協議に参加させていただきました。内容については委員か

ら出ましたが、それ以外で特に感じていることを少しだけお話しさせていただきた

いと思います。 

 要するに、小中一貫校の良い面を見てきて、やはり良いものは早くしたいという

意見と同時に、委員の方についてはそういう理解が深まっています。ただ、委員と



して考えるのは、一般の方がどういうふうに考えられているかというところまでは

考えていかないといけない。そこで、委員がおっしゃいましたが、いろいろその良

いところ、メリットの部分の情報発信、情報開示をいかに皆さんにしていくかとい

うことが大事というのがあります。それで、どうしようかという話をしない限り、

いろいろな臆測で話をしてしまいますと少し話がまとまらないのかなと思ったり

もしますので、このような理由で、このようにすれば、このようになりそうだとか、

場所とか時期についてもいろいろな条件がありますよね。それは同時にしたら良い

のですが、いろいろな問題があります。その問題が何かというあたりの整理をして

いく必要がり、その上で、どの順番でするとか、全体が見えた上で皆さんで話をす

る必要があると思ったりしております。 

（委員長） 

 皆さんの御意見を聞いていますと、小中一貫教育そのものについては理解が深

まっていますが、それをどう立ち上げるかというということは事務局のほうで考え

ていかなければいけない。そこについては、まだまだすり合わせというか、その辺

が課題という感じがします。ただ、会議でこういった動きが出てくれば、小中一貫

自体の研究についてはある一定のものがあるかなというふうに感じました。 

 あと、いろいろそういう実現に向けての懸案が幾つかありますが、これは誠実に

しながら進んでいくしかないかなというふうに思います。 

 それでは、こういった流れを踏まえて、この研究会の最終のゴールは、最終報告

があります。最終報告としてどういうところを出すかというその骨子（案）を事務

局で取り上げていただいていますので、お願いします。 

３ 協議 

(1) 最終報告について 

〔事務局説明（資料②）〕 

（委員長） 

 骨子（案）についていかがですか。何か御質問等々ございますか。 

 あと２回ということで集まって、最終は、２月の末ごろですね。 

 よろしゅうございますか。 

〔異議なし〕 

 それでは、また、４回目の協議会がございますので、その後お会いしながらした

いと思います。 

４ 事務連絡 

５ 閉会

【資料名】 

資料① 小中一貫教育推進協議会状況報告 

資料② 小中一貫教育研究会最終報告骨子（案） 

 平成２８年２月１６日 


